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高次高調波発生
光学系構築

短波長化,高効率化
を目指す

研究目標

高コヒーレンス
X線光源

既存の気体HHGより
短いアト秒光源

応用展望



11B(, ݁+݁−)12Cの݁+݁−の角度相関に異常なピーク
→X17という未知の粒子の崩壊！？

非弾性散乱で確認＠RCNP
݁+݁−検出器を開発

DSSDとGAGGシンチレータを用いる
DSSDは抵抗分割で読み出し
検出器の性能を評価

X17粒子観測に向けたテレスコープの開発原子核・ハドロン物理学研究室
石井大智



γ-γ摂動角相関法の原理と応用
核ビーム物性学研究室 伊地知俊大

測定により量子化軸に向いた𝜸線のみを選択

回転運動の様子

外部磁場や電場勾配で
スピンは歳差運動を行う

カスケード𝜸崩壊

ܯ = ܯ           0 = ±1
ܮ = 1 ܼ ܼ𝜸線の
放出確率



高次高調波発生

固体密度プラズマへのフェムト秒高強度
レーザー照射による高次高調波発生

研究背景

研究目的

高エネルギープラズマの生成

◎相対論電子の生成(𝑣～c)

◎強電磁場
(B ~ kT, E ~ TV/m)
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S. Ghimire and D. A. Reis, "High-harmonic 

generation from solids," Nature Physics, 15, 

10–14 (2019).

物質
L

固体

フェムト秒高強度
レーザー

レーザー強度:ܫ > 1018 ΤW cm2
✓ 固体密度ターゲットと長
波長レーザーを用いてよ
り高次,高強度,高効率な
高次高調波発生を目指す

結果

レーザー物質科学研究室 上田一心
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最大11次まで観測
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元のレーザー強度の約1％

レーザー周波数で規格化された周波数

FFTで得られた周波数スペクトル
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小型衛星のイメージ図
サイズ(10 cm *20 cm *30 cm)

@NASA

• 6Uサイズの小型衛星(CubeSat) の開発を行っている。
• ターゲットは太陽で、太陽をX線で調べる衛星を開発中。
• XRPIXとParaDAXASを組み合わせたペイロード。

(© ArkEdge)

XRPIX

太陽X線の精密分光観測を行うCubeSatの開発
上林暉(宇宙線研究室)
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mXRPIX

読み出し、制御基
板

可視光
フィルター

10 cm

Para
DAXAS

ParaDAXAS
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ブラックホールを内部に持つガス天体(Quasi-Star)と
Hayashi Trackの関係

2024年度 M1交流会
小笠原優斗 (京都大学/基礎物理研究所 M2)

概要
背景 : 𝒛＞にて赤外線での連続光を放つ天体(LRDs)が観測された。
目的 : Quasi-Starの機構を学び、LRDsの起源候補となるかを調べる。
現状 : 恒星内の構造学び、Quasi-Starの機構において重要であるHayashi Trackとの関係を学んだ。
今後の展望 : Quasi-Starの観測との結びつきや、初代星の形成とそこでの元素合成を学ぶ。

Summary
• 。となるQuasi-StarであればLRDsの光度の観測と矛盾しない⊙ࡹBH~ૠࡹ
• Quasi-Starにも恒星のHayashiの禁止領域と同じような特徴が見られる。
• Quasi-Starはガスの散逸によって終わりを迎える。

Observation of Little Red Dots

知りたい事 学んだ事

JWSTにより、赤方偏移4~ݖ − 7にて、
赤外線での連続光を放つ天体(Little Red 

Dots)が観測された。 

 光度: ܮ = 1043~1046erg/s
 観測波長: ߣ≳㎛(赤外線)

観測されたLittle Red Dotsの起源は活動
銀河核と考えられているが、
そのメカニズムは未だ議論中である。

JWST:ジェイムズウェッブ宇宙望遠鏡。
2022年から運用を開始した赤外線観測
宇宙望遠鏡。

図 1: little red dotsのスペクトルの例。横軸が波長、縦軸は明るさを示す。赤外
線であるߣ ≥1㎛に連続光を持っている。[1]

Might Be a Quasi-Star

Little Red Dotsの起源としてQuasi-Starが考えられるかもしれない。
Quasi-Starは、ブラックホールを内部に持つガス天体である。
 光度: 1045~ܮerg/s ெBH107ெ⊙
 波長域: 0.1≲ߣ㎛(可視光線～赤外線)

 表面温度: ܶeff~4000K
表面温度ܶeffは普遍的に~4000Kである。
この系において、ܯBH = 、の場合を考えると⊙ܯ107
上記の観測結果を実現できる。

Energy Transfer

Quasi-Starでは、ブラックホールにガスが降着することによって
解放される重力エネルギーがエネルギー源となる。
解放されたエネルギーは対流/輻射によって表面に輸送される。
対流によるエネルギー輸送が弱まると、表面温度が下がり、
結果として系が散逸してしまう。
散逸までの寿命߬は߬~105yr ⊙ܯ105∗ܯ ⊙ܯBH107ܯ

−1
と推定される。

Key to Verification: Nitrogen Enrichment

赤方偏移11~ݖにて非常に窒素が豊富に見える天体が観測
された。
Quasi-Starの構成には大質量星を必要とするため、大質量
星での窒素合成 / 対流は、Quasi-Starの性質の理解が深ま
る鍵となるかもしれない。

Hayashi Track

Quasi-Starに近い特性を持つ天体として赤色巨星がある。
赤色巨星は恒星が水素燃焼を終えた姿なのだが、表面温
度は普遍的に~4000Kである。これは恒星において表面温
度ܶeffが光度ܮや質量ܯに対してとても鈍感に変化するこ
とに起因する。(ܶeff ∝ (0.2ܯ0.05ܮ

そのため、ある質量の恒星は縦軸を光度、横軸を温度(の
逆数)にとった図(HR図)において、ほぼ垂直な経路を辿る
事になる。この経路はHayashi Trackと呼ばれる。

Hayashi Trackから表面温度が少し下がった領域は
Hayashiの禁止領域と呼ばれ、定常解が存在しない。

赤色巨星はHayashiの禁止領域に入った際、Hayashi 

Trackに戻ろうとするフィードバックが生まれるが、
Quasi-Starの場合、不安定性が増大し、ガスが宇宙空間
に散逸してしまう。

赤色巨星

赤色巨星では、Hayashiの禁止領域に入ったとしても、中心部と表層部の密度差によって対流の効
果が増大し、Hayashi Trackに復帰する。

Quasi-Star

Quasi-Starでは、表面温度が低下しても対流を増大させる機構が存在しない。対流によるエネル
ギー輸送が減少し、表面温度が低下すると降着率が増大し、さらに対流の効果を減少させる正の
フィードバックが生じ、最後にはほとんどのガスが散逸してしまう。

降着率 ሶܯBH増大 対流減少
エネルギー輸送減少

(表面温度低下)

ガスの散逸

表面温度ܶeff低下 対流増大 表面温度ܶeff上昇
BH

ガス降着
輻射
(UV)

対流

輻射

convܨ > radܨ convܨ < radܨ

図 2: Quasi-Starの概念図。中心にブラッ
クホールを保持し、降着円盤を持つが、
全体としては球形である。

BH

Eddington Envelope

Thick Disk

Photosphere

~104K~1018cm
~1013cm ~106K

図3: Quasi-Starのエネルギー輸送の様子。
内側に対流による輸送が優勢な領域があ
り、外側に輻射による輸送が優勢な領域
がある。

図4: 酸素に対する窒素の存在比。図上部分のピンク
色が11~ݖで観測された天体(GN-z11)。それ以外の点
は比較的近傍(ݖ = 0~2)の天体を表している。GN-z11

が他の天体と比べて窒素の存在比が多い事がわかる。
[4]

図5: 恒星の進化の経路。横軸が表面温度(の逆数)、縦軸は
明るさ。それぞれの恒星は表面温度が低下した後、
Hayashi Trackと呼ばれる赤丸で囲まれた領域にたどり着い
ている事がわかる。[5]

これから学ぶ事
これまでQuasi-Starの構造に注目してきたが、今後は構造と観測の関係を学ぶつもりだ。
また、大質量星の形成とそこでの元素合成にも焦点を当てていきたい。

Hayashi Track



Simons Observatory 実験に用いる
偏光角較正装置スパースワイヤーグリッドの開発

● Simons Observatory :
CMB観測実験@チリ

● Bモード偏光
→インフレーションの証拠

● 偏光観測のために、検出器の感度方

向を較正する装置

スパースワイヤーグリッド

奥本成美（高エネ）



高強度重イオンビーム実験におけるXeシンチレータの性能評価
原子核ハドロン物理学研究室 修士1年 小倉誠

不安定核の陽子弾性散乱では粒子識別が必要
高精度測定のために高レートビームを出す

高強度耐性、高分解能をもつXeガスシンチレータ

理研RIBFにて中重核の136Xeをビームとして
600kcpsという高レートでの陽子弾性散乱測定
Xeガスシンチレータを後方粒子の識別用に設置
分解能や効率等の性能を評価

VUV光子
Xeのシンチレーション光(160~190nm)を利用
荷電粒子のエネルギー損失を測定

中性子スキン厚測定により核物質の
状態方程式を制限
→より中性子スキンの発達した中性
子過剰な不安定核へ



LHC-ATLAS 実験における二次崩壊点とインパクトパ
ラメータを用いたタウ粒子対の再構成手法の開発

• LHC-ATLAS実験
➢CERNにあるLHC加速器で発生させた世界最高エネルギーの
陽子衝突を、高さ22m・横幅44mの大型粒子検出器を用いて
調べる実験

➢ヒッグス粒子の発見などの功績がある

• 実験の目的
➢ヒッグス粒子対生成事象の探索に貢献
➢hh→bbtautauチャンネルに着目
➢ヒッグス粒子とZ粒子の分離精度向上

• 研究内容
➢従来の手法では使われていない情報を利用
しタウ粒子対の運動量を解析的に解く

➢解くことは成功したが、精度が良くない

高エネルギー物理学研究室 鴛原泰輝

Triangle
Box

ggF過程におけるヒッグス粒子対の生成

ATLAS検出器→



本当の磁性体の臨界点は共形対称？
•現実の磁性体のキュリー転移はハイゼンベルグ模型の普遍類で
はない？

•長距離相互作用によってハイゼンベルグ固定点は不安定になる

•世にも奇妙な共形対称を持たないスケール対称性が実現

•格子計算でパラメータを変えて普遍類や対称性の情報は調べら
れる

基礎物理学研究所 小名木俊輝



中性子検出器を用いた月の水資源探査

3

◆中性子検出による水資源探査

宇宙線研究室 小俣雄矢

◆科学目標

月面ローバーに搭載し、詳細なマッピングを実施したい

Credit:NASA

月の極域におけるクレーター

永久影

◆研究内容

検出器の弁別性能向上・計上アルゴリズムの確立

※PSD：信号波形の形状を表すパラメータ

252Cf線源を検出器に照射したとき得られる
データをもとに作成した二次元ヒストグラム

• 月極域クレータの永久影に
水資源が内在している

• 月周回衛星による観測では
十数キロ四方でしか見分け
られていない

• 水資源が多い場所ではエネルギーの低い中性子(熱中性子)
が多く検出される

熱中性子の計数率を測定して水資源探査を行う

• 検出器には中性子とガンマ線の両方に感度がある
• それぞれを弁別しながら計数率を測定する必要がある



背景

EBIT型チャージブリーダー

・イオンを捕獲し、電⼦ビームとの散乱

によって多価化

⽬的

価数変換効率を100%に近づける

電⼦ビーム制御によるEBIT型チャージブリーダーの
⾼効率化に向けて
ビーム物理学研究室 鏡鈴

⽅法

・電⼦ビームにモジュレーションを

かける

・電⼦ビーム内で安定・不安定な

価数が現れる

A/q

パ
ル
ス
の
d
u
ty

ピーク電流1A,

周期100ns

︓安定

︓不安定



X線連星からのNi輝線
宇宙線研究室加藤寛之

・精密X線分光衛星XRISMにより、微弱なNiのKα輝線を検出可能に！
・明るいX線連星（Vela X-1, GX 301-2, Cir X-1）で系統的にFeとNiを解析
・FeとNiの輝線強度には正の相関があり、

その強度比Ni/Fe ~ 0.063 を宇宙の元素組成比と比較したい 1

XRISM搭載ResolveによるVela X-1観測

Vela X-1
GX 301-2

Fe Kα Ni Kα

counts
s−1 keV

−1

6.0 6.5 7.0 7.5 8.0

エネルギー (keV)

1
5

1
0

2
2
0



X線撮像素子「XRPIX」の配線縮小に向けた、信号パターン生成回路の開発
上村悠介 / 宇宙線研究室

実用化に向け、外部配線を減らした「XRPIX13」を設計中！！！



共鳴現象を利用した新しい質量分析装置の開発

• 新しいアイデアに基づく高性能な
質量分析装置
• 不安定核の単離が目的
• 設計、数値計算、実験について紹
介
• 物理だけでなく、生物や化学など
他の分野にも役に立つ
• ぜひ聞きに来てください！

ビーム物理学
小林 大輝



概要

Counting BH Microstates by resolvent 小原充貴（基研素粒子論）



⾼密度QCDにおける

相転移と中性⼦星

超重原⼦核＋中性⼦気体
!!" "" -pairing in nuclei +
!!" ## -pairing in neutron 

gas

核⼦気体
!!" "" -pairing +

#$$ー
#%$ ## -pairing

陽⼦、中性⼦以外の⾃由度出現

Hyperon?
Quarkyonic	matter?
→	Transition	to	quark-matter

Quark-Hadron	continuity

クォーク物質(弱結合領域)
	Higgs	Phase

-colour	superconductors?
⟨?!"@ AB#?$% , C = iB&B'

M: 1-2 5⊙

R: ∼ 10	km

T: 10& ∼ 10'	K

B: 10& ∼ 10!(G

∼ 3+!

K. Fukushima and T. Hatsuda, Rep. Prog. Phys. 74 (2011) 014001

YITP核理論

坂本コナン



AXEL実験: 大型検出器へのアップグレードに
向けて
• AXEL実験：ニュートリノを伴わない二重ベータ崩壊の観測を目指す！
→ニュートリノのマヨラナ攄（粒子と反粒子の同一攄）を検証
→物質反物質非対称・ニュートリノ質量機構の解明が期待

• 高分解能・背景事象排除・大質量の敩てを備えた旻界最強の検出器を作る！

• 方岡鉱山地下に作る新型1000L検出器のために技術開発中
→高攑度解攦手法、電圧細分化印加機構、低質量（低背景放射能）フィールドケージ

高エネ研 佐々木

180L試作機
@京大

1000L検出器
@方岡鉱山

5倍以上の大型化！



MeVガンマ敕観測気球実験SMILE-3に向けた
トリガーシステム開発

宇宙敕研究室
M2 佐藤太陽

● MeVガンマ敕天文学

●電子飛攮検出型コンプトン望遠鏡

• 核ガンマ敕の観測
元敼の存在・拡散の直攳観測
• 超新攈爆発
• NS-NS merger
• 26Alの系内循環

● トリガーシステムの開発

SMILE-3(27年春の1日飛翔実験）に向け開発中

短寿命

長寿命

•  高感度・拡散源観測に強い検出器が必要

ガス飛攮検出器
＋シンチレーション検出器 

• 観測範囲外の漏れ込みを排除
• ガンマ敕以外の雑音除去

コンプトン散乱現象を再構攅

有効面攨・角度分解能の向上
⇒検出器の大規模化が必要
しかし、トリガーシステム側にボトルネック
• I/F旭の不足
• 不感時間の増大
要求を取り込んだトリガーユニットの新規開発



ゕアポマゴ゚ミユウト検出器の開発 -ヂツー核実験における粒子識別- 谷口 智大 原子核・ヂゼムユ物理学研究室

加速器を用いたヂツー核生成

」+

】+

K+

p

遅い 速い

加速器からきたテービ粒子の崩壊, 

目的外の反応等様々な背景事象

粒子識別により目的の反応を抽出

• 粒子の質量の違いが速さの
違いに対応

• 速く光を発すもの
遅く光を発しないもの
で識別

[ゴ゚ミユウト検出器本体]

ゕアポマ中の光速を粒子が
通過した場合に
ゴ゚ミユウト光が発生

[ボセゟゼ]

発生したゴ゚ミユウト
光を端面へ集光

[光電子増倍管]

信号の読み出し

検出器の外観検出器の役割 粒子識別の仕組み

@検出器内部

検出器群を通過する粒子



MeV ガンマ線観測気球実験に向けた
ガス飛跡検出器の改良

宇宙線研究室
M2 出口颯馬

MeVガンマ線天文学
• 軽いWIMPの対消滅⇒MeV
• 1016~17 g 程度のPBHの
ホーキング放射⇒MeV

• 雑音が多く観測が進まず

電子飛跡検出型コンプトン望遠鏡
• ガス飛跡検出器+シンチレーターアレイ
• 電子飛跡取得により到来ガンマ線を一意に決定
• 強力な雑音除去能力

ガス飛跡検出器の改良
電子陽電子対消滅線の空間分布観測
拡散ガンマ線観測における点源除去⇒角度分解能向上 (2~3倍)
有効面積拡大(>5倍)
● CF4メインガスに⇒コンプトン散乱確率大、
   拡散小
▲ CF4メインでは
    ゲインが小さい⇒iso-C4H10、Xeを混合し
  ゲインを改善
最適なガス種と比率を探索

• 系内拡散ガンマ線、
電子陽電子対消滅線の観測で迫る

MeV帯
感度が悪い

iso-C4H10を混合して
ゲイン向上!!



天体中の核融合反応について

原子核理論研究室 長尾 昂青

➢核融合反応の理解
⚫微視的な模型による理解には至っていない

➢炭素同位体の核融合
⚫ 12C+ 12Cと12C+ 13Cでは、低エネルギーで振る舞いが異なる
⚫ これは、中間状態である複合核の性質に深く関わっている

➢複合核状態の記述
⚫ランダム行列、殻模型



de Sitter上のSchwinger modelの非摂動効果
基礎物理学研究所素粒子論グループ 中村七海

Schwinger model

S =

∫

dx2
√

g [Ψ̄γµ(∇µ + iAµ)Ψ +
1

4q2
FµνFµν ]

電磁場の二点関数は

〈E | F̃12F̃12 |E〉 = q2
δ(x − y)√

gx

− q4

π

Γ(∆)Γ(1−∆)

4π 2

F1

(

∆, 1−∆, 1, 1−
uL

xy

2

)

(1)

と計算できる。
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MoMoTarO-ISSで見る太陽フレア
宇宙線研究室 中山和哉

⚫中性子検出能力を持つMoon Moisture 
Targeting Observatory(MoMoTarO)を
2026年の半年間ISSに搭載

⚫太陽フレアでのハドロン加速は未解明
⚫太陽フレアで放出される中性子
→ハドロン加速の
重要なメッセンジャー

⚫シミュレーションを行い
観測可能性を検証

@JAXA

ISS日本実験棟

ISS実証期間太陽黒点数 搭載期間中
太陽活動が
活発に
→太陽フレアを
観測可能



ニュートリノで解き明かす、宇宙の法則
⾼エネルギー物理学研究室

修⼠⼀年 林洸樹

素粒⼦：これ以上分解できない、物質の最⼩構成単位

原⼦の主な

構成物

ニュートリノ

異質な素粒⼦、ニュートリノ

“最⼩の”素粒⼦の性質を理解し、
宇宙スケールの問題を明らかに

u 他の物質とほとんど相互作⽤をしない

u 不⾃然に⼩さい質量

u 普通だと持てないはずの質量を持つ

u 勝⼿に種類が変化する

対消滅せずに残った宇宙の説明（物質優勢）

究極の統⼀理論発⾒（相互作⽤の統⼀）

超新星爆発の機構解明

ダークマター探索

素粒⼦実験を中⼼に、いろいろなお話ができればと思います。

https://www-sk.icrr.u-tokyo.ac.jp/sk/neutrino/about/

宇宙構造の解明

太陽の構造解明

素粒⼦模型の検証



𝐄ܚ+添加フッ化物ガラスを利得媒質とする
2.8 µm 帯レーザーの開発

2025.04.07 M1交流会物理学第二分野レーザー物質科学 比屋根 総司

中赤外レーザーの開発

中赤外センシング
・環境モニタ
・呼気診断
・ガス漏れ検知 など

𝐄ܚ+ 添加フッ化物ガラスを
利得媒質にとするレーザーの開発中赤外領域は分子の指紋領域

中赤外

共振器設計
Erガラスの

蛍光計測の様子
蛍光スペクトル

Er：976 nm 励起

𝐄ܚ+ の
エネルギー準位図𝐄r:ZBLANの蛍光スペクトル

研究目標

2.8 µm

976 nm

4I15/2  

4I13/2  

4I9/2  

𝐄ܚ+

6.9 ms

9.0 ms

2800 nm976 nm

全反射ミラー 出力ミラー 

平面‐媒質-レンズ‐平面

媒質 レンズ

・ゲインが高い
・高出力な励起レーザーダイオードが豊富

エルビウムで行う理由



dS/CFT from AdS/BCFT with a localized scalar field
Kosei Fujiki (YITP, particle physics)

In terms of the dS2/CFT1 correspondence, we find 

the conformal dimension of the dual scalar operator 

is real.

AdS/CFT correspondence

d dimensional conformal field theory (CFT)

= (d+1) dimensional quantum gravity in anti 

-de sitter spacetime (AdS)



J-PARC MARQスペクトロメーターで用いる
閾値型エアロゲルチェレンコフ検出器の性能評価

MARQスぺクトロメーター

散乱粒子(2~4 GeV/c)の粒子識別
➢ 閾値型エアロゲルチェレンコフ検出器 (thAC)

~2m

~1.4m

threshold type Aerogel 

Cherenkov detector

高運動量二次粒子ビームライン(π 20)@ J-PARC

➢ ハドロン励起状態や内部構造を調べる様々な実験を計画
➢ 測定を支える検出器群･･･MARQスぺクトロメーター

原子核・ハドロン物理学研究室
修士1年 堀祐輔

例：チャームクォークを含むハドロンの内部構造の研究𝜋− (20 GeV/c)+ p → Yc
*+ −∗ܦ + +K→−∗ܦ) 𝜋− 𝜋− )

エアロゲル
(n=1.007)

粒子
チェレンコフ光

ライトガイド

MPPC
(光検出器)

160mm ~100mm

(ビーム)

(標的)

閾値型エアロゲルチェレンコフ検出器の基本原理

ポスター内容：thAC試作機のテスト実験での性能評価

チェレンコフ放射を利用した粒子識別
➢ チェレンコフ光を発する粒子(π中間子)と発しない
粒子(K中間子)を識別可能＠ 2~4 GeV/c

➢ ライトガイドを用いた集光で光を効率よく集光



基礎物理学研究所 素粒子論　前田陵汰

arXiv:2502.03531[hep-th]

2つの漸近AdS領域を

持った通行可能な 

ワームホール

AdSワームホールとCFT

AdSAdS

AdS/CFT対応

CFT

？
CFT 対応するCFT 

1.Janus deformation 

2.double trace 

           deformation



史上最大のCMB望遠鏡群で迫る宇宙の創世
〜新望遠鏡導入で突破する敥景放射の影響〜

宇宙マイクロ波背景放射(CMB)の偏光成分の高精度
観測により、インフレーションの証拠を探索する！

チリ・アタカマのSimons 
Observatoryでは、複旭
の望遠鏡による同時観測
で、バックグラウンドの
影響を削減し、観測攑度
の大幅な向上を敵う！

大型部品が完攅し始め、
本格的な開発に！

新しく4台目の望遠鏡を現在日本主導で開発中！
これによりインフレーション理論が予測する攑度
での観測が可能に！
2027年の稼働開始を目指し、鋭意開発中！

物理学第二分野
高エネルギー物理学研究室
溝添 泰隆



天体核研究室（基研ͧ宙） 宮園 隼旆
重力波による中性子星パラメータ推定の精度向上

密度

T

ι

ｸｫｰｸ･ｸﾞﾙｵﾝ･ﾌﾟﾗｽﾞﾏ

ハドロン ｶﾗｰ超伝導

ｸｫｰｷｮﾆｯｸ

?

温
度

核物理の謎

次世代検出器(2030年~)で高次変形が見える？
Yagi (2018)

「縮退」...パラメータを個別に

Qrot – Λ universal relationが

中性子星の潮汐変形率Λが欲しい

重力波

Λ~ Q௧ௗ（潮汐変形による質量四重極モーメント）F（潮汐力）

2017年の検出→Λ<700 → 核物理の状態方程式を攀限！

「縮退」を解き、精度向上→2017年のΛ推定に貢献

・新たな縮退？
・縮退を解き攑度向上への貢献？

・

・universal relations？

+...

Qrot3次 Qrot4次

m1+m2, m1/m2, Qrot, Λ, ...
Yagi and Yunes(2013)

取り出せない
解決！



電子・陽電子対測定のためのハドロンブラインド検
出器開発 柳井祥吾(原子核・ハドロン物理学研究室)

・昨年度行った、ハドロンブラインド検出器の開発の手順
についてポスター発表します。

・ハドロンブラインド検出器の構造、原理や、
検出器が使用される実験の内容などについても説明します。

ハドロンブラインド検出器

実験で用いるスペクトロメータ



Metallicityが星の質量分布に与える影響 (天体核吉田壮希)

Chon, Hosokawa, Omukai & Schneider (2024)のレビュー
銀河形成時の星の質量分布をシミュレーション
重元素の量を変更、原始星からの放射フィードバックを考慮に入れて
シミュレーション


